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平
成
20
年
第
３
回
松
野
町
議
会

臨
時
会
が
、
10
月
20
日
に
開
催
さ

れ
提
出
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て　

▼
橋
の
付
替
工
事
の
施
工
に
伴
う

周
辺
土
地
所
有
者
と
の
紛
争
に
関

し
、
和
解
の
調
停
を
申
し
立
て
る

も
の
で
す
。

◎
平
成
20
年
度
松
野
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
調
停
申
立
て
の
た
め
の
弁
護
士

委
託
料
を
10
万
５
千
円
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を
２
億
４
１

０
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

鬼
北
地
域
情
報
通
信
基
盤

整
備
事
業
に
つ
い
て

　松野町長選挙が11日16日に執行されました。
選挙結果は次のとおりです。

【松野町長選挙候補者別得票数】  
当落の別 候補者氏名 得票数 年齢 住所

岡　　武男 1,315 79 吉　野

当　選 阪本　壽明 2,136 61 奥野川

計 3,451

平
成
₂₀
年
第
３
回

松
野
町
議
会
臨
時
会

松 野 町 長 選 挙 結 果

　
先
般
の
住
民
座
談
会
、
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
の
と
お
り
、

町
で
は
鬼
北
町
と
連
携
し
た
『
鬼

北
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
整

備
事
業
』
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
全
体
に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
張
り
巡
ら

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
高
速
で
安

定
的
な
通
信
が
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、
来
る
２
０
１
１
年
７

月
か
ら
の
テ
レ
ビ
デ
ジ
タ
ル
放

送
完
全
移
行
問
題
を
は
じ
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
対
策
、
携
帯
電
話
不
通
話

地
域
対
策
な
ど
の
情
報
格
差
問

題
の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、

防
災
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
な

ど
の
幅
広
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
す
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
の
工
事
実

施
に
向
け
、
９
月
に
は
事
業
全

体
の
設
計
管
理
業
者
が
選
定
さ

れ
（
ダ
ッ
ク
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会

社

：

広
島
県
）、
現
在
、
設
計
業

務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
等
整
備
後
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
宇
和
島
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社
が
選
定

さ
れ
、
去
る
10
月
29
日
、
鬼
北

町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
２

町
並
び
に
宇
和
島
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
３
者
間
で
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
係
る
協
定
書
の
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
設
計
・
工
事
を
順

次
進
め
て
行
く
中
、
住
民
の
皆

様
に
直
接
関
係
の
あ
る
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
事
業
の
料
金
設
定
な

ど
を
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
今
や
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
、
様
々
な
情
報
を
得

る
手
段
と
し
て
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
機
器
と
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
に
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
負
担
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
す
る
必
要
が
あ
り
、
今

後
、
協
議
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 宇和島ケーブルテレビ㈱新津社長と両町長

　
秋
も
深
ま
り
滑
床
の
紅
葉
が

美
し
い
季
節
と
相
成
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、「
一
人
は
み
ん
な
の
た

め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め

に
」
を
広
報
に
時
折
掲
載
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
毎
月
掲
載
し

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
時
間
に

追
わ
れ
て
時
々
し
か
書
け
ず
、

今
回
が
最
後
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
が
就
任
し
て
以
来
、
国
の

三
位
一
体
改
革
の
波
に
地
方
の

市
町
村
は
翻
弄
さ
れ
、
町
の
公

債
費
（
借
金
払
い
）
が
ピ
ー
ク

に
な
っ
た
事
も
重
な
っ
て
、
松
野

町
始
ま
っ
て
以
来
の
財
政
難
で
、

目
黒
保
育
園
の
廃
止
、
普
通
建

設
事
業
の
削
減
、
各
種
団
体
へ

の
補
助
金
の
削
減
、
退
職
職
員

の
不
補
充
と
各
種
手
当
の
削
減

等
々
、
町
民
の
皆
様
に
随
分
耐

え
忍
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
四
年
間
は
合
併

問
題
で
紛
糾
す
る
な
ど
、
大
変

な
時
代
の
舵
取
り
役
と
し
て
は
、

私
の
力
不
足
で
皆
様
に
何
か
と

ご
心
配
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

申
し
訳
な
く
、
心
か
ら
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
、
町
民
の
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
か

げ
で
、
合
併
の
相
手
先
を
決
め

る
住
民
投
票
を
経
て
、
鬼
北
町

と
の
合
併
も
軌
道
に
乗
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
阪
本
新
町
長
も

鬼
北
合
併
を
約
束
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
き
っ
と
成
就
し
て
い
た

だ
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
何
は
と
も
あ
れ
町
民
が
一
丸

と
な
っ
て
合
併
に
臨
む
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
選
挙

等
で
町
民
間
に
大
き
な
シ
コ
リ

が
出
来
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

町
の
発
展
の
た
め
に
お
互
い
の

感
情
は
捨
て
て
い
た
だ
き
、
阪

本
新
町
長
に
対
し
て
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

　
約
１
年
後
の
平
成
22
年
１
月

１
日
に
は
、
新
鬼
北
町
が
誕
生

し
、
平
和
で
明
る
い
松
野
の
里

に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
念
じ
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
松
野

町
の
発
展
と
町
民
の
皆
様
の
お

幸
せ
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
年
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
十
一
月
十
八
日

　
　 

岡
　
　
武
男

一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に

 

み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に

退

任

ご

挨

拶
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11
月
２
日
㈰
目
黒
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
で
地
域
の
活
力
増
進
を
目

的
に
目
黒
ふ
る
さ
と
祭
り
が
開
催

さ
れ
、
爽
や
か
な
秋
空
の
も
と
で

大
勢
の
皆
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
祭
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
一
般
の
皆
さ
ん
の

手
芸
や
生
け
花
は
じ
め
保
育
園
児

や
南
小
学
校
児
童
の
作
品
が
展
示

さ
れ
特
産
品
の
販
売
、
婦
人
会
バ

ザ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
ア
マ
ゴ
の
つ
か
み

取
り
も
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
参

加
し
て
放
さ
れ
た
ア
マ
ゴ
を
元
気

に
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
目
黒
多
目
的
広
場
で
は
、
ふ
る

さ
と
祭
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
か
れ
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、

溌
剌
と
、
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

［
産
業
祭
］

　
11
月
３
日
、
虹
の
森
公
園
を

会
場
に
、
松
野
町
産
業
祭
（
㈶

愛
媛
県
市
町
村
振
興
協
会
共
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
森
の
国
の
夏
祭

り
第
１
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
表
彰
式
と
作
品
展
示
も
行
わ

れ
、
賑
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
婦
人
会
の
バ
ザ
ー

や
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
、
各
種

企
業
、
団
体
、
北
宇
和
高
校
等

が
コ
ー
ナ
ー
を
開
い
て
、
手
作

り
食
品
、
新
鮮
野
菜
、
加
工
品

等
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
青
年
農
業
者
に
よ
る
杵
つ
き

餅
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
よ
も
ぎ

入
り
の
餡
餅
、
つ
き
た
て
の
餅

が
人
気
を
集
め
長
蛇
の
列
が
続

き
ま
し
た
。
杵
つ
き
餅
は
毎
年

好
評
で
、
つ
き
手
と
手
取
と
の

息
の
合
っ
た
作
業
に
見
学
す

る
人
の
輪
か
ら
感
嘆
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
環
境
整
備
課
で
は
、
環
境
微

生
物
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
号
の
配
布
や

水
田
落
水
流
出
防
止
の
パ
ネ
ル

展
示
な
ど
を
行
い
環
境
に
優
し

い
暮
し
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議
に
よ

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
な
わ

れ
大
勢
の
子
供
た
ち
が
参
加
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
予
森
林
組
合
主
催

の
木
工
教
室
で
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー

作
り
が
行
わ
れ
、
家
族
ら
が
見

守
る
中
、
子
ど
も
た
ち
が
の
こ

ぎ
り
や
釘
を
使
い
、
プ
ラ
ン
タ
ー

作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
産
業
祭
の
締
め
く
く
り
、
餅

ま
き
の
時
間
に
は
、
大
勢
の
人

が
集
っ
て
に
ぎ
や
か
に
餅
ま
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

[

文
化
祭]

《
展
示
部
門
》

　
11
月
２
日
㈰
・
３
日
㈪
の
２
日

間
、〝
つ
な
ご
う
人
の
和
　
森
の
国

文
化
祭
〞
を
テ
ー
マ
に
、
町
民
セ

ン
タ
ー
・
不
器
男
記
念
館
を
主
会

場
に
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
文
化
協
会
会
員
ほ

か
皆
さ
ん
の
写
真
・
書
道
・
生
花
・

盆
栽
・
山
野
草
・
絵
画
・
押
花
絵

等
の
力
作
が
多
数
展
示
さ
れ
大
勢

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
町
内
小
中
学
生
の
教
育
美

術
作
品
も
展
示
さ
れ
充
実
し
た
文

化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
日
に
は
、
茶
道
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
茶
会
が
催
さ
れ
、
お
茶
の

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
文
化
祭

ら
し
い
お
茶
の
接
待
に
心
地
よ
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

《
芸
能
部
門
》

　
芸
能
大
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
３
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
鬼
城
太
鼓
保
存
会
「
森

風
」
の
演
奏
や
、
一
般
の
皆
さ
ん

の
日
舞
や
大
正
琴
、
オ
カ
リ
ナ
等

が
次
々
に
披
露
さ
れ
観
客
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

 
産
業
文
化
祭
２
０
０
８

　
吉
野
生
公
民
館
・
交
流
促
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月
８
日
㈯

〜
９
日
㈰
に
吉
野
生
地
区
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
小
学
校
児
童
作
品
展
や
一

般
の
皆
さ
ん
の
生
け
花
、
菊
花

展
、
書
道
、
山
野
草
、
押
し
花

絵
、
写
真
、
木
工
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
芸
能
大
会
は
、
11
日
８
日
㈯

に
行
わ
れ
、
保
育
園
児
の
踊
り

や
一
般
の
皆
さ
ん
の
カ
ラ
オ
ケ
、

日
舞
、
詩
吟
の
発
表
や
鬼
城
太

鼓
等
に
盛
ん
な
拍
手
が
お
く
ら

れ
ま
し
た
。

 
産
業
文
化
祭
２
０
０
８
 

吉
野
生
地
区
文
化
祭

 

吉
野
生
地
区
文
化
祭

 

目
黒
ふ
る
さ
と
祭
り

 

目
黒
ふ
る
さ
と
祭
り
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宇和島地区広域事務組合財政状況の公表

　宇和島地区広域事務組合財政状況の公表に関する
条例の規定により、平成20年４月１日から平成20年
９月30日までの上半期における当組合財政状況を、
次のとおり公表します。
　　平成20年10月31日
　　　　　　　　　　　　宇和島地区広域事務組合

組合長　石　橋　寛　久

歳　      　入 歳　     　出

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

1.分担金及び負担金 2,740,861 1,616,236 1.議 会 費 830 34

2.使用料及び手数料 74,499 33,434 2.総 務 費 180,128 77,514

3.国庫支出金 46,250 0 3.民 生 費 1,066,574 400,529

4.県支出金 215,501 108,942 4.衛 生 費 582,501 121,118

5.市町支出金 474,642 228,030 5.農林水産業費 13,744 6,364

6.寄 附 金 395 10 6.土 木 費 21,601 9,109

7.繰 越 金 4,526 165,895 7.消 防 費 1,321,935 598,023

8.諸 収 入 8,188 3,741 8.公 債 費 367,949 181,004

9.組 合 債 10,400 0 9.予 備 費 20,000 0

合　　計 3,575,262 2,156,288 合　　計 3,575,262 1,393,695

    

  歳          入 歳　       出

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

1.使用料及び手数料 6,311 2,912 1.と 畜 場 費 14,303 5,982

2.繰 入 金 7,990 0

3.繰 越 金 1 198

4.諸 収 入 1 0

合　　計 14,303 3,110 合　　計 14,303 5,982

      

歳　      入 歳        　出

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

1.財 産 収 入 11,500 6,305 1. ふるさと市町村圏   基金事業費 19,997 3,667

2.繰 越 金 8,497 13,942

合　　計 19,997 20,247 合　　計 19,997 3,667

歳　     入 歳       　出

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

1.サービス収入 2,462,465 840,355 1.サービス事業費 2,510,744 1,105,877

2.使用料及び手数料 80,116 27,825 2.公 債 費 219,857 109,927

3.寄 附 金 50 410

4.繰 入 金 181,117 0

5.繰 越 金 1 379,575

6.諸 収 入 6,852 3,113

合　　計 2,730,601 1,251,278 合　　計 2,730,601 1,215,804

種　　類 区　　　分 平成20年９月30日現在

公有財産
土         地 239,190.04㎡

建　　　物 56,050.80㎡

基　　金
ふるさと市町村圏基金 2,000,000千円

介護保険事業特別会計財政調整基金 35,928千円

会計別 目　的　別 借　入　先

一般会計

民 生 債 147,544 財務省

衛 生 債 134,068 財務省、総務省

土 木 債 741,688 財務省・総務省、市中銀行他

消 防 債 516,674 市中銀行、共済組合

小　計 1,539,974

特別会計
介護保険施設債 1,741,027 財務・総務省、公庫

小　計 1,741,027

計 3,281,001

一般会計予算の執行状況 (単位：千円)

と畜場特別会計予算の執行状況

ふるさと市町村圏基金事業特別会計予算の執行状況

介護保険事業特別会計予算の執行状況

財産の概要

組合債の現在高（平成20年９月30日現在）(単位：千円) (単位：千円)

(単位：千円)

(単位：千円)
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平成21年度保育園入園申し込みは、12月12日までに
申し込み受付12月１日㈪～ 12月12日㈮

　平成21年4月から、町内保育園へ入園希望する方
は、「入園申込書」に必要な事項を記入の上、「添付
資料」を添えて12月12日までに提出してください。
　入園申し込み書や就労証明書並びに就労状況調査
票などは、各保育園、町民課に備えてあります。
【入園基準】
　町内に住む児童で、保護者が次のいずれかの理由
のために家庭で保育できない場合
○昼間仕事をしている。
○出産前後８週間、病気中または心身障害者
○長期間病人や障害者の看護などをしている。
○災害を受け復旧にあたっている。
　実態調査をして家庭保育が難しい程度の順に入園
を決定します。
※   心身の発育、発達に不安のある児童は申し込みの
際に相談してください。
※ ０歳児は受け入れができない場合がありますの
で、事前に相談してください。

【提出書類】
　入園申込書、保護者の就労状況証明書（雇用証明
書、就労証明書など）用紙については、各保育園、
町民課､吉野生支所にあります。必要書類の説明も
しますので、11月中に取りにきてください。
【広域入所】　
　町内に住む人で、仕事の関係などで近隣の市町の
保育園（所）に入園（所）希望する場合は相談して
ください。
【保育料】
　保育料は児童の保護者に対して、課税された所得
税・町民税の額
で決定します。
　（申込後、源
泉徴収票など
をご提出くだ
さい。）

子どもやご家庭の心配事、

悩み事等でお困りの方

　　24時間、相談を受付ています。
　相談料は無料、秘密は守られます。

　お気軽にご相談ください。

　　宇和島市総合福祉センター２階

　こども家庭支援センター「みどり」   
　　☎　　0895-26-2282
　　FAX　0895-26-2283

愛媛エイズ予防週間のお知らせ

資格商法のトラブル（二次被害も！）
●資格商法とは
　仕事中の勤務先や自宅に、資格取得講座の受講を勧める電話を執拗にかけ
てきて、「受講するだけで簡単に資格が取れます」「近々国家資格になります」
「就職に有利です」などと勧誘し、講座の受講や高額な教材の購入を迫るもの
です。

●資格商法アレコレ
　行政書士、旅行業務取扱主任者、宅地建物取引主任者、中小企業診断士な
どの資格講座・教材が主なものですが、最近ではネイリストの資格などもあ
ります。

●資格商法の二次被害
　過去に資格講座関連の契約をしたことのある人が、「過去の講座が終了して
いないので必要です」と以前の契約が継続しているかのように言われて新た
な講座を勧誘されたり、「解約するには手続が必要です」などと偽りの説明を
受け解約手数料を払わされたりする『二次被害』のトラブルも増加しています。

●予防と対策
☆契約する意思がないのなら、毅然とした態度できっぱりと断りましょう。
☆ 契約した業者から講座に必要な商品等が引き渡され、支払いが終わってい
れば、たとえ資格を取得していなくても契約は終了しており、継続や終了
の手続き費用は要りません。
☆ 電話勧誘で契約した場合、契約書面を受け取った日から８日間のクーリン
グ・オフ期間があります。困った時は、すぐに最寄りの相談窓口に相談し
ましょう。

【消費生活に関する相談窓口】
　松野町環境整備課消費生活係　☎0895－42－1115
　愛媛県消費生活センター　　　☎089－925－3700　FAX089－946－5539
　　　　　　　　　　　　　　　e-mail: seikatu-center@pref.ehime.jp

　
婦
人
会
で
は
、
お
正
月
を
彩
る

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

を
開
き
ま
す
。
　

　
新
年
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い

松
や
葉
牡
丹
、
千
両
、
菊
、
南
天

な
ど
を
あ
な
た
の
感
性
で
楽
し
く

活
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
只
今
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
12
月
26
日
㈮

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時
ま
で

場
　
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー
研
修
室

参
加
費
　
一
人
　
１
，
０
０
０
円

定
　
員
　
20
名
（
先
着
順
）

問
合
せ
連
絡
先
　
婦
人
会
事
務
局

（
井
上
）
☎
42
・
１
１
１
８

　
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　12月１日から12月７日を『愛媛エイ

ズ予防週間』です。

　宇和島保健所では、下記の日程で夜

間エイズ相談･検査を実施します。

※ 通常のエイズ検査は、毎週火曜日（10

時～ 11時）宇和島保健所で実施して

おります。

○夜間検査期間　
　12月１日㈪　17:30 ～ 19：30

　12月２日㈫　17:30 ～ 19：30

〇場所
　南予地方局 １階(宇和島保健所)

○問合せ
　☎0895－22－5211　内線257
　宇和島保健所　感染症対策係

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

参
加
者
募
集
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俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
年
　
十
月
投
句
分
）

優
秀

《
不
器
男
記
念
館
》

花
石
蕗
を
咲
か
せ
て
不
器
男
記
念
館 

榊
原
　
素
女

せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
目
覚
め
ぬ
紅
葉
宿 

中
尾
　
　
正

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

吊
橋
を
揺
ら
し
て
帰
る
紅
葉
狩 

柴
田
　
征
子

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
句
》

大
役
を
果
た
し
て
案
山
子
疲
れ
け
り 

前
田
　
　
屹

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

秋
の
灯
の
不
器
男
の
パ
イ
プ
黒
光
り 

田
中
　
京
子

鳥
声
や
不
器
男
の
庭
の
柿
明
か
り 

榊
原
　
素
女

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》　

秋
探
し
し
か
の
か
ぞ
く
に
会
え
た
森 

さ
な
だ
　
ち
あ
き

《
虹
の
森
公
園
》

秋
麗
の
林
を
抜
け
て
行
け
ば
町 

中
尾
　
　
正

再
び
の
不
器
男
の
故さ

郷と

の
十
三
夜 

手
島
　
慶
孝

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
れ
ば
丸
い
秋
日
和 
大
石
美
都
子

墓
洗
ふ
翁
あ
り
け
り
竹
は
春 
駒
山
　
忠
夫

秋
う
ら
ら
不
器
男
の
里
の
風
匂
ふ 

栗
田
　
初
子

鈴
虫
の
鳴
く
や
今
宵
の
読
書
か
な 

土
居
　
徳
一

《
目
黒
ふ
る
さ
と
館
》

人
気
無
き
家
に
音
立
て
木
の
実
か
な 

田
中
志
津
代

　
葛
　
句
　
会
　
　
十
月
例
会
　�

於
　
町
民
セ
ン
タ
ー�

「
緒
方
拳
」
逝
く
を
惜
し
み
て
ち
ち
ろ
か
な 

井
関
　
千
晴

八
ツ
鹿
や
日
暮
れ
て
灯
す
里
の
道 

市
川
　
成
良

箒
目
の
残
る
参
道
こ
ぼ
れ
萩 

伊
藤
　
富
子

天
高
し
海
辺
の
チ
ャ
ペ
ル
祝
婚
歌 

岡
本
　
京
子

栗
飯
に
味
覚
確
か
に
百
寿
か
な 

 

金
谷
　
恵
子

白
壁
の
落
ち
て
寂
し
き
秋
日
か
な 

金
谷
　
重
子

な
を
ざ
り
の
出
水
の
跡
や
曼
珠
沙
華 

 

金
谷
　
文
恵

萩
の
花
咲
き
つ
ぐ
峠
越
え
に
け
り 

 

木
下
三
千
恵

和
太
鼓
の
力
強
さ
や
月
の
宴 

駒
山
　
忠
夫

栗
打
つ
や
棹
の
長
き
を
妻
が
持
ち 

財
前
　
渓
子

明
月
へ
遊
子
の
思
念
託
し
け
り 

芝
　
　
　
天

刈
り
捨
て
て
杉
の
高
き
や
蔦
も
み
じ 

 

谷
　
き
よ
し

岬
大
師
睥へ

い

睨げ
い

御お

座わ

す
秋
の
涛な

み 

名
本
　
琴
舟

十
月
や
四し

ま

ん

と

万
十
川
淡
く
光
り
を
り 

布
　
　
久
光

綿
虫
の
自
在
山
家
の
深
庇 

布
　
　
康
江

あ
や
す
児
の
よ
う
や
く
眠
る
露
の
里 

ひ
の
た
い
ら

お
の
が
身
を
焦
が
し
尽
き
け
り
曼
珠
沙
華 

正
木
　
玲
子

山
裾
の
小
さ
き
鳥
居
草
紅
葉 

 

松
田
　
文
子

新
生
姜
惜
し
ま
ず
掘
り
て
お
配
り
す 

森
田
　
す
み

遠
来
の
孫
が
来
て
掘
る
さ
つ
ま
芋 

行
定
キ
ヨ
ノ

 

　
吉
　
野
　
句
　
会
　
十
月
例
会� 

　
於
　
吉
野
生
公
民
館

整
地
あ
と
秋
の
蕨
の
二
、三
本 

赤
松
　
午
子

「
コ
ス
モ
ス
の
宿
」
と
呼
び
た
し
集
会
所 

浅
野
　
雪
子

秋
の
蠅
一
匹
つ
れ
て
魚
売
り 

稲
谷
キ
ミ
子

上
棟
の
宴
果
て
に
け
り
蜜
の
月 

上
田
み
ち
子

裏
庭
の
靴
を
ね
ぐ
ら
に
ち
ち
ろ
か
な 

岡
本
　
三
葉

吾
亦
紅
い
っ
ぱ
い
挿
し
て
あ
げ
に
け
り 

菊
澤
　
大
和 

デ
イ
ケ
ア
に
夫つ

ま

送
り
ゐ
る
金
木
犀 

竹
内
サ
ダ
子

　
10
月
18
日
㈯
、
松
丸
の
元
『
伊

予
美
人
』
正
木
本
店
酒
蔵
で
宇
和

島
出
身
の
女
性
シ
ン
ガ
ー
「
花
れ

ん
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
コ
ス
モ
ス
や
ス
ス
キ
で
飾
ら
れ

た
ス
テ
ー
ジ
で
ふ
る
さ
と
へ
の
想

い
を
歌
う
「
花
れ
ん
」
の
澄
ん
だ

歌
声
が
会
場
を
訪
れ
た
２
０
０
名

の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
伊
予
美
人
ラ
イ
ブ
で
は
、
今
後

も
ア
ジ
ア
の
素
敵
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
酒
蔵
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
次
回
は
、
12
月
７
日
㈰
太
鼓
の

デ
ュ
オ
で
す
。
日
本
を
代
表
す
る

和
太
鼓
プ
レ
ー
ヤ
ー
林
田
ひ
ろ
ゆ

き
＆
御
木
裕
樹
の
魅
惑
の
ス
テ
ー

ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
只
今
、

前
売
り
券
販
売
中
で
す
。

　
入
場
料
（
前
売
り
）

　
一
般 

２
，
５
０
０
円

　
高
校
生
以
下 

５
０
０
円

問
合
せ
先

　
伊
予
美
人
ラ
イ
ブ
事
務
局

　
松
野
町
役
場
内

　
☎
42
・
１
１
１
１

酒
蔵
コ
ン
サ
ー
ト

「
花
れ
ん
ラ
イ
ブ
」
盛
況
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  差
別
の
現
実
に
学
ぶ

  

先
日
、
吉
野
生
保
育
園
と
松
野
東
小
学
校
を

会
場
に
し
て
、
松
野
町
保
育
園
・
小
・
中
学
校

教
職
員
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
全
体
会
に
お
い
て
、
森
の
国
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
山
﨑
修

館
長
さ
ん
か
ら
「
差
別
の
現
実
に
学
ぶ
」
と
い
う
題
で
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
﨑
さ
ん
は
、
松
野
町
に
お
け
る
差
別
の
実
態
を
述
べ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
部
落
差
別
の
歴
史
に
も
触
れ
ら
れ
、「
明
治
の
解
放
令
か
ら

一
三
七
年
経
っ
た
現
在
、
部
落
差
別
は
な
く
な
り
ま
し
た
か
？
」
と

問
い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
講
演
の
最
後
に
、

「
学
校
の
先
生
に
は
、
自
分
た
ち
の
教
え
子
が
、
差
別
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
許
さ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
善
悪
の
判
断
が
で
き
る
子
に

育
て
て
ほ
し
い
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
学
校
教
育
に
か
か
わ
る
私
に
と
っ
て
、
と
て
も

考
え
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
と
な
り
ま
し
た
。
人
の
心
を
動
か
す
話
は
、

心
に
残
る
も
の
で
す
。

　
人
権
・
同
和
教
育
に
関
す
る
講
演
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
も

の
の
一
つ
に
、
西
条
市
に
お
住
ま
い
の
塩
見
志
満
子
さ
ん
の
お
話
が

あ
り
ま
す
。

　
塩
見
さ
ん
は
、
本
県
の
教
員
を
退
職
後
、
自
宅
横
に
自
費
で
「
の

ら
ね
こ
学
館
」
を
建
設
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
障
害
が
あ
る
人
や
不
登
校
の
人
た
ち
に
向
き
合
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
前
任
校
の
中
学
校
で
、「
あ
な
た
に
感
動
が
あ
り
ま
す
か
」
と
題

し
た
塩
見
さ
ん
の
講
演
を
聴
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
ま
ず
驚
か
さ
れ

た
の
は
、
講
演
の
間
中
、
マ
イ
ク
を
一
切
使
用
せ
ず
会
場
に
響
き
渡

る
声
で
話
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
夫
と
子
ど
も
さ
ん
を
亡
く

さ
れ
た
自
分
の
生
い
立
ち
を
軸
に
、
障
害
が
あ
る
人
に
対
す
る
差
別

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
体
験
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
一
緒
に
聴
い
た

生
徒
の
中
に
は
、
涙
す
る
者
さ
え
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、「
差
別
の
現
実
を
学
ぶ
」
の
で
は
な
く
、「
差
別
の
現

実
に
学
ぶ
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
身
近
に

あ
る
差
別
に
気
付
く
人
権
感
覚
を
養
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

     
松
野
南
小
学
校
　
人
権
・
同
和
教
育
主
任
　
　
　
　
田
中
　
昭
宏

　
滑
床
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
８

月
３
日
に
行
わ
れ
た
第
19
回
、
滑

床
水
着
モ
デ
ル
撮
影
会
（
滑
床
写

遊
主
催
）
の
作
品
を
対
象
に
し
た

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
株
式
会
社

大
阪
支
社
で
の
審
査
が
終
了
し
、

応
募
作
品
１
０
８
点
の
中
か
ら
、

最
優
秀
の
推
薦
に
松
本
隆
平
さ

ん
（
松
山
市
）
の
「
サ
ン
バ
ー
ン
」

次
点
の
特
選
に
は
、
渡
辺
隆
仁
さ

ん
（
松
野
町
）
の
「
日
ざ
し
を
浴

び
て
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
８
月
に
行
な
わ
れ
た
撮
影
会
に

は
、
四
国
管
内
か
ら
70
名
の
ア
マ

　

第
19
回
　

水
着
モ
デ
ル
撮
影
会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
参
加
し
、

真
夏
の
滑
床
で
撮
影
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー

ロ
ビ
ー
や
「
ふ
れ
あ
い
交
流
館
」

な
ど
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

推
　
薦
「
サ
ン
バ
ー
ン
」

　
松
本
　
隆
平
（
松
山
市
）

特
　
選
「
日
差
し
を
浴
び
て
」

　
渡
辺
　
隆
仁
（
松
野
町
）　
　

準
特
選
「
自
然
回
帰
」

　
仲
川
　
幸
延
（
宇
和
島
市
）

　「
想
い
」

　
芝
中
　
辰
明
（
松
野
町
）

　

松
本　

隆
平
さ
ん
（
松
山
市
）
推
薦

　

渡
辺　

隆
仁
さ
ん
（
松
野
町
）
特
選

　
お
さ
か
な
館
で
何
が
始
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
？

　
そ
う
思
わ
れ
た
か
た
が
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
、
質
問
攻
め
に
合
い
ま
し
た
の
で
、
工
事
現
場

の
扉
に
、
新
ペ
ン
ギ
ン
舎
建
設
中
と
い
う
案
内
を
し
た
ら
、
問
い
合
わ
せ

が
ピ
タ
リ
と
止
ま
り
ま
し
た
。 

　
新
ペ
ン
ギ
ン
舎
は
、
ペ
ン
ギ
ン
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
ペ
ン
ギ
ン
舎
は
、手
す
り
が
あ
っ
て
プ
ー
ル
、

そ
し
て
陸
地
が
あ
る
構
造
が
一
般
的
で
す
。
泳
い
で
い
る
姿
は
近
く
で
見

え
ま
す
が
、愛
ら
し
い
陸
上
で
の
姿
を
近
く
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

新
し
い
施
設
で
は
、
プ
ー
ル
と
陸
上
ど
ち
ら
も
間
近
に
見
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。 

　
他
館
で
の
ペ
ン
ギ
ン
の
子
育
て
は
建
物
内
の
巣
箱
で
行
わ
れ
る
の
で
、

そ
の
様
子
を
見
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
ま
で
の
巣
箱
に
加
え

て
、
自
然
状
態
に
近
い
巣
も
作
る
予
定
で
す
。
ペ
ン
ギ
ン
が
そ
こ
を
気
に

入
れ
ば
、
子
育
て
の
様
子
が
観
察
で
き
ま
す
。

  

こ
の
ほ
か
プ
ー
ル
へ
の
飛
び
込
み
台
や
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
な

ど
、
遊
び
心
を
く
す
ぐ
る
仕
掛
け
も
作
る
予
定
で
す
。
ペ
ン
ギ
ン
も
６
羽

に
増
え
、
ま
す
ま
す
楽
し
い
お
さ
か
な
館
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

第
九
十
八
章
　
新
ペ
ン
ギ
ン
舎 

森
の
国
賞

　
攝
津
　
幸
一
（
八
幡
浜
市
）

　
武
田
　
　
信
（
高
知
県
幡
多
郡
）

　
町
田
　
達
男
（
香
南
市
）

　
山
家
　
正
和
（
坂
出
市
）

　
谷
口
　
光
明
（
松
野
町
）

虹
の
森
賞

　
弘
瀬
　
明
男
（
高
知
県
安
芸
郡
）

　
藤
村
　
　
実
（
今
治
市
）

　
堀
内
　
八
祐
（
松
山
市
）

　
芳
之
内
恒
夫
（
松
山
市
）

　
居
村
　
　
章
（
松
野
町
）

人
権の広場

 

お
さ
か
な
館
だ
よ
り
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　﹇
行
政
相
談
﹈

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

◆
と
　
き
　

12
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 
松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
婦
人
室
　

◆
内
　
容
　 

行
政
に
関
す
る
苦
情

や
要
望

◆
相
談
員
　 

有
馬
節
男
（
行
政
相

談
委
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　

12
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
　

◆
内
　
容
　 

心
配
ご
と
・
法
律
相

談

◆
相
談
員
　 

専
属
相
談
員
（
民
生

児
童
相
談
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

　﹇
心
配
ご
と
相
談
﹈

●
愛
媛
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
応
さ
れ
る
「
愛

媛
県
最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、
10

月
24
日
施
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
こ
の
決
定
に
よ
り
、
10
月
24
日

以
降
分
と
し
て
労
働
者
に
支
払
う

賃
金
は
一
時
間
６
３
１
円
以
上
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
細
等
の
問
合
せ
先

愛
媛
労
働
局
　
賃
金
室

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
５

又
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
・

宇
和
島
労
働
基
準
監
督

☎
22
・
４
６
５
５

最
低
賃
金
改
正
の

お

知

ら

せ

消費者支援講座
「私たちの暮らしと景品表示法」のご案内 

　商品を使ってみたけれど、チラシに書いて

あるような効果がなかった…。 
　どこよりも安いとチラシに書いてあったの

に、もっと安い店がいくつもあった…。 
　このような不当表示の現状やそれを規制す

る景品表示法の概要についてお話します。 

○テーマ　私たちの暮らしと景品表示法 
　　　　　　～広告の落とし穴、実際と違う

 こんな表示がありました～ 
○講　師　公正取引委員会より派遣 
○日　時　12月17日㈬
　　　　　13：30～15：00 
○場　所　南予地方局　７階第１会議室 
○問合せ・ 申込み先　南予地方局総務県民課

県民生活係　☎22－5211

１時間

631円

農　家 加工業者 生活改善グループ等

認 定 申 請

森の国ブランド選定委員会

1 “森の国ブランド”認定証の付与
2 “森の国ブランド”認定マークの使用許可
3 “森の国ブランド”宣伝ポスター・パンフレットの作成
4 “森の国ブランド”専用コーナー（虹の森公園内）の設置
5 県内外で開催される物産展等への優先出品

※今回の申請は「食品」のみの受付とします

【審査基準】（例）
　①品質・安全　　　　　　④消費者からの評価
　②地域性・個性　　　　　⑤類似商品に対しての優位性
　③安定供給・販路の確保　⑥物語性

審 査

【特典】

あ
な
た
の
作
っ
た
特
産
品
を

「
森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
」
に
認
定
し
ま
す
。

　
長
期
化
す
る
景
気
の
低
迷
と
地
場
産
業
の
不
振
に
よ
り
地
域
経
済
が
疲
弊
し
て
い
る
中
で
、
対
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
地
域
の
農
産
物
や
加
工
食
品
を
活
用
し
た
新
し
い
産
業
お
こ
し
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
町
で
も
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
優
良
特
産
品
を
〝
森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
〞
と
し
て
認
定
し
て
、

農
家
、
加
工
業
者
、
流
通
販
売
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
販
路
開
拓
や
販
売
促
進
に
取
り
組
む
「
森
の

国
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
」
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
あ
な
た
の
作
っ
た
特
産
品
が
「
森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
輝
き
を
増
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
ど
う
ぞ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【認定までの流れ】

“森の国ブランド”認定

問合せ先　役場産業振興課　雇用対策係　☎42－1116
　　　　　E-mail　m-sangyou@town.matsuno.ehime.jp
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２
２
２
２
年
の
未
来
か
ら
、

「
み
ど
り
戦
隊
フ
ァ
ー
ム
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
が
森
の
国
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。

　
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
は
、
虹
の
森

公
園
や
保
育
園
、
小
学
校
な
ど
を

訪
れ
て
、
地
球
環
境
を
守
る
た
め

紙
芝
居
や
ク
イ
ズ
で
わ
か
り

や
す
い
エ
コ
啓
発
を
し
て
い

ま
す
。

　
松
野
町
は
全
国
に
先
駆
け

て
平
成
７
年
に
「
人
心
緑
化

付
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
午
後
４
時
か
ら
始
ま
り

各
チ
ー
ム
３
試
合
づ
つ
の
ゲ
ー
ム

が
夜
12
時
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
募

金
は
、
町
内
の
福
祉
施
設
へ
贈
ら

れ
有
効
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
暖
か

い
募
金
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

まちのわだい
フ
ァ
ー
ム
レ
ン
ジ
ャ
ー

�

登
場

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

�

レ
ク
バ
レ
ー
大
会

の
町
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
ま

た
宇
和
海
国
立
公
園
滑
床
渓
谷
や

水
の
循
環
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
お

さ
か
な
館
」、「
ガ
ラ
ス
工
房
風

音
」、「
森
の
国
フ
ァ
ー
ム
」
な
ど

美
し
い
自
然
を
守
り
育
て
る
環
境

や
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
環
境
を
未
来
の
子
ど
も
た

ち
に
つ
な
げ
る
た
め
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
も
環
境
破
壊
に
つ
な
が

る
行
為
を
慎
み
自
然
に
優
し
い
暮

し
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

�
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

　
　
　
　
　
　
　�

岡
本
　
実
男

　
10
月
18
日
㈯
、
体
育

指
導
員
会
主
催
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
レ
ク
バ
レ
ー
大

会
が
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
社
会
福
祉
に
寄
付
す
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
年
も
町
内
の
各
種
団
体
や
職

域
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら

30
チ
ー
ム
お
よ
そ
３
０
０
人
が
参

加
し
約
７
万
円
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

募
金
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
体
育
指
導
委
員
会
に
よ

る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
う
ど
ん
の
販
売

も
行
わ
れ
、
売
上
金
の
一
部
を
寄

南
小
学
校
相
撲
大
会

秋
の
滑
床
登
山

渓
谷
の
秋
満
喫
！

　
10
月
25
日
㈯
、
中
央
公
民
館
主

催
の
「
秋
の
自
然
観
察
登
山
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
27
名
の

滑
床
フ
ァ
ン
が
、藤
井
勝
さ
ん（
滑

床
を
愛
す
る
会
会
長
）
の
ガ
イ
ド

で
、
成
川
休
養
セ
ン
タ
ー
か
ら

梅
ヶ
成
峠
を
経
由
し
て
高
月
山
を

目
指
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
シ
ラ
キ
、
ブ
ナ
、

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、
カ
エ
デ
な
ど
が
紅

葉
す
る
秋
の
森
林
美
、
展
望
美
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　
滑
床
渓
谷
は
、
四
季
折
々
違
っ

た
表
情
を
見
せ
、
何
度
訪
れ
て
も

登
山
者
を
気
持
ち
よ
く
受
け
入
れ

て
く
れ
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
で
は
、
来
春
に
も

登
山
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
滑
床
自
然
観
察
登

山
で
、
森
の
国
の
魅
力
を
再
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
春
の
滑
床
登
山
に
是
非
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
体
育
協
会
卓
球
部
で
は
、
只
今

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
卓
球
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
も

が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
体
力
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く

り
、
世
代
交
流
な
ど
た
く
さ
ん
の

可
能
性
が
あ
る
卓
球
で
気
持
ち
の

よ
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
毎
週
火
曜
日
・
土
曜
日
の
午
後

７
時
30
分
〜
10
時
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
体
育

協
会
卓
球
部
（
☎
42
・
１
１
１
８
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

卓
球
部
会
員
募
集

ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
も
サ
ン
タ

さ
ん
多
忙
の
た
め
、
青
年
会
議
が

サ
ー
ビ
ス
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

◎
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

　
12
月
24
日
に
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
に
な
り
き
っ
て
子
供
た
ち
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
す
。

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
保
護
者
が
準

備
さ
れ
た
も
の
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

　
対
象
は
未
就
学
児
（
６
歳
未

満
）、
先
着
20
名
様
限
り
と
し
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

は
、
役
場
内
ま
ち
づ
く
り
青
年
会

議
事
務
局
ま
で

【
お
願
い
】

　
こ
の
お
知
ら

せ
は
、
子
供
た

ち
の
目
に
触
れ

な
い
よ
う
に
、

お
取
り
扱
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

高月山山頂

　
10
月
22
日
㈬
に
南
小
学
校
で
校

内
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
授
業
参
観
の
後
に
行
わ
れ
た
相

撲
大
会
に
は
、
家
族
や
地
域
の
方

が
応
援
に
駆
け
つ
け
12
名
の
力
士

に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
が
き

れ
い
に
整
備
し
た
土
俵
で
、
各
部

門
、
チ
ー
ム
ご
と
の
対
戦
が
行
わ

れ
優
勝
者
に
は
、
梵
天
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
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10

ご
寄
付
お
礼

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
一
封
　
髙
橋
　
秀
夫
　
富
　
岡

　
〃
　
　
二
宮
　
節
子
　
松
　
丸

　
〃
　
　
長
滝
　
　
基
　
吉
　
野

　
〃
　
　
岡
本
　
利
彦
　
延
野
々

☆
広
報
送
付
お
礼

金
一
封
　
長
田
　
眞
一
　
愛
知
県

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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お
悔
み

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

延
野
々
　
岡
本
　
　
礎
　
　
101
歳

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

年金コーナー

お
誕
生

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
住
所
）　（
保
護
者
）　
　
　（
出
生
児
）（
性
別
）

豊
岡
　
　
武
内
洋
介
　
順

じ
ゅ
ん

生せ
い

　
　
男

　
　
　
　
　
　
雪
子

延
野
々
　
青
芝
杉
朗
　
亜あ

希き

乃の

　
女

　
　
　
　
　
　
英
里

豊
岡
　
　
毛
利
公
亮
　
陽
あ
た
る

　
　
　
男

　
　
　
　
　
　
真
紀

　
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

～ちょっとした不注意、気の緩みが事故原因～

　今年も、11月15日から狩猟が解禁となりました。
毎年、期間中にハンターによる狩猟事故が起こ
っています。
　正しいマナーと安全確
認で事故のない狩猟に努
めましょう。

事故防止対策
○　矢先の安全確認
　☆ 周りの状況を確認し「ゆとりのある狩猟」

につとめること。
○　獲物の確認
　☆ 獲物の確認は確実に行い、獲物が確認でき
ない場合は、「人かも知れない」と考え発
射しない事。

○　狩服に注意
　☆ 猟場では迷彩色、迷彩帽をさけ、目立つ色

彩の服装に心がける事
○　脱包の施行
　☆ 発射する直前まではタマを装てんすること
なく、必ずタマを抜いておく

 

狩猟事故をなくそう！

町

内

秋

祭

り

ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
10
月
26
日
㈰
に
、
松
丸
地
区
（
天
満
神

社
）
と
吉
野
地
区
（
蔵
王
神
社
）
の
秋
祭

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
丸
地
区
で
は
、
勇
ま
し
い
牛
鬼
や
四

つ
太
鼓
、
お
み
こ
し
、
稚
児
行
列
な
ど
が

お
宮
を
出
て
町
中
を
練
り
歩
き
、
は
っ
ぴ

姿
の
担
ぎ
手
は
、
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
で

元
気
に
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
吉
野
地
区
で
は
、
真
っ
赤
な
衣
装
に
高

下
駄
の
天
狗
を
先
頭
に
、
古
式
に
の
っ

と
っ
た
武
者
行
列
、
四
つ
太
鼓
、
牛
鬼
、

東
小
学
校
の
子
ど
も
牛
鬼
と
み
こ
し
も
加

わ
り
お
祭
り
ム
ー
ド
を
盛
上
げ
ま
し
た
。

　
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
中
、
吉
野
生
交
流
セ

ン
タ
ー
前
で
稚
児
の
舞
や
五
つ
鹿
踊
り
、

獅
子
舞
が

奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

　
吉
野
地

区
の
秋
祭

り
の
様
子

を

写

真

で
お
楽
し

み
く
だ
さ

い
。

町　の　人　口
◇世帯数 1,955世帯（－１世帯）
◇総人口  4,635人  （＋２人）

男2,194人　　女2,441人
（10月中の異動）

  出生   ３人  死亡     １人

  転入   ５人  転出     ５人
平成20年10月31日現在

年末の交通安全県民運動

12月21日㈰～ 12月31日㈬
年の瀬に　こころ行き交う　伊予の道

 “夕暮れ時のライト点灯・
 前照灯こまめな切り替え
 キャンペーン”

10月20日㈪～ 12月31日㈬
　早めのライトで事故防止に努めま
しょう。

世帯構成
全額
免除

一　部　納　付

1/4納付 半額納付 3/4納付
４人世帯
(夫婦、子２人）162万円 230万円 282万円 335万円

２人世帯
(夫婦のみ) 92万円 142万円 195万円 247万円

単身世帯 57万円 93万円 141万円 189万円

※ 「４人世帯」、「２人世帯」の夫婦は、夫か
妻のどちらかのみに所得がある世帯の場
合、｢ ４人世帯｣の子どもは16歳未満の場
合のめやすです。
※ 若年者納付猶予は全額免除と同基準、学生
納付特例は半額納付と同基準となります。
※ 退職者、震災・風水害等の被災者の方は所
得に関係なく該当する場合がありますの
で、ご相談ください。

陸
上
自
衛
隊
生
徒

【
受
験
資
格
】　

　
中
学
卒
（
見
込
含
）

　
17
歳
未
満
の
男
子

【
受
付
締
切
】　

　
平
成
21
年
１
月
６
日
㈫

【
試
験
期
日
】

　
平
成
21
年
１
月
10
日
㈯

【
試
験
場
所
】

　
愛
媛
県
立
宇
和
島
東
高
校

【
問
合
せ
先
】

　 

〒
７
９
８
―
０
０
３
４

　
宇
和
島
市
錦
町
10
―
１

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

　
☎
23
・
５
４
３
１

自
衛
官
募
集

五つ鹿

稚児の舞 おみこし

　国民年金保険料の納め方と免除制度について
平成20年度の国民年金第１号被保険者の月々の保険料は14,410円です。
保険料は以下の方法で納められます。

　　金融機関・郵便局　　　　口座振替・　　　　　インターネットや
　　　・コンビニ　　　　　クレジットカード　　　　　携帯電話

保険料を納めることが難しい方は？
　所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困難な場合には、本人の申
請手続によって保険料の納付が免除または猶予される次のような制度があります。
①免除（全額免除・一部納付）申請
　本人・世帯主・配偶者の前年所得が一定額以下の場合に申請手続することに
より、保険料の納付が全額免除または半額納付などの一部納付となります。た
だし、一部納付（一部免除）については、一部納付額が未納の場合、一部免除
も無効（未納と同じ）になります。
②若年者納付猶予申請
　30歳未満の方で本人・配偶者の前年所得が一定額以下の場合に申請すること
により、保険料の納付が猶予されます。
③学生納付特例申請
　学生の方で本人の前年所得が一定額以下の場合に申請することにより、保険
料の納付が猶予されます。申請には学生証または在学証明書が必要です。

★免除の対象となる所得のめやす（平成20年度）
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